
大きな揺れに備えて
わが家の安全対策

　家の中には地震のときに危険となるものがたくさんあります。室内の家具が倒れ、いざ避難しよう
としたときに家具が出入り口をふさぐようなこともあり、日ごろから家具を固定するなどの安全対策
が必要です。できることから実践し、たえず見直しながら安全を高めていきましょう。

家の中の安全対策ポイント

　部屋が複数ある場合
は、人の出入りが少ない
部屋に家具をまとめて置
く。無理な場合は、少し
でも安全なスペースがで
きるように配置を換え
る。

　就寝中に地震が発生し
た場合、子どもや高齢
者、障がい者などは倒れ
た家具が妨げとなって逃
げ遅れる恐れがあるので
注意する。どうしても置
かざるを得ないときには
食器棚や家具、テレビな
どは固定する。

　いざというとき安全に
避難できるように、玄関
などの出入り口やそこに
至る通路には倒れやすい
ものを置かない。

　家具と壁や柱の間に遊
びがあると倒れやすくて
危険。また、家具の上に
落ちやすいものを置かな
い。

●家の中に、家具のない安全なスペース
　を確保する

●出入り口や通路にはものを置かない

●寝室や子ども・高齢者・障がい者がいる
　部屋には、倒れそうな家具を置かない

●家具の転倒や落下を防止する対策を
　講じる

家具が転倒するとどうなるの？
　建物が無事でも家具が転倒
すると、その下敷きになって
けがをしたり、室内が散乱す
ることにより逃げ遅れてしま
う場合があります。家庭での
被害を防ぎ、安全な逃げ道を
確保するためにも、家具の転
倒・落下防止対策を実践して
おきましょう。

（神戸市消防局調査より）
■阪神・淡路大震災でけがをした人の原因
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